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　精神的回復力は、レジリエンスを導く心理的特性である。本研究では、精神的回復力が高い人は、そうでない人
と比較して、スピーチ課題による心拍数と主観的緊張の増加が小さいという仮説を立てて検証した。28名の大学生（平
均年齢 19.7 歳）が 3 分間の安静に続いて、3 分間スピーチの準備をし、実際に 3 分間のスピーチを行った。その後、




 Seishinteki-kaifukuryoku （SK） refers to psychological traits that facilitate resilience. The present study 
formulated and tested the hypothesis that individuals with higher levels of SK would show smaller increases of 
heart rate and subjective tension induced by a speech task. Twenty-eight college students with a mean age of 
19.7 years rested for three minutes, prepared for a speech for three minutes, delivered a three-minute speech 
about themselves, and rested for three minutes twice. Heart rate was measured throughout the experiment and 
subjective tension was measured every three minutes. The hypothesis was partially supported in that the students 
with higher levels of SK showed smaller increases of subjective tension during the preparation and delivery of the 
speech. The increases of heart rate were comparable between the groups. 











尺 度 は Adolescent Resilience Scale（Oshio, Kaneko, 































































　地方公立大学の大学生 29 名（男性 3 名、女性 26 名、
平均年齢 19.7 ± 2.47 歳）を対象に実験を行った。そ
のうち、測定指標のいくつかの項目で、その項目の得
点が平均値から標準偏差の 3 倍以上逸脱した値を記録
した 1 名を除外し、28 名（男性 3 名、女性 25 名、平








5：はい）であり、得点範囲は 21 点から 105 点である。
得点が高いほど精神的回復力が高いことを示す。精神
的回復力尺度は十分な信頼性と妥当性が確認されてい
る（小塩他，2002；Oshio et al., 2003）。
⑶　心拍数




　 主 観 的 緊 張 の 程 度 を 測 定 す る た め に、visual 












































てもらう課題後安静期 1（3 分間）と課題後安静期 2（3
分間）の 5 つである。実験時間は約 45 分間であった。
６．分析方法




（72.36 ± 10.13 点）を基準とし、得点が平均より高い
人を精神的回復力高群 （81.1 ± 6.06 点）、平均より低
い人を精神的回復力低群 （64.8 ± 5.88 点）とした。
２．心拍数
　各時期における心拍数を Table 1 に示す。群と期間
を独立変数、心拍数を従属変数とする 2 要因分散分析
を行った。その結果、有意な群と期間の交互作用は認
められなかった （F（1.84, 47.71）=0.71, ns）。他方、有




　各時期における主観的緊張の得点を Table 2 に示
す。群と期間を独立変数、緊張を従属変数とする 2 要
因分散分析を行った。その結果，群と期間の交互作用
が認められた （F（2.58, 67.04）=3.43, p<.05）。また、有
意な群の主効果 （F（1, 26）=5.15, p<.05）、および有意
な期間の主効果 （F（2.58, 67.04）=56.14, p<.01） が認め
られた。各期間における群での主観的緊張の差を検討
するために、単純主効果の検定を行ったところ、準











静期 1（p<.01）、および課題後安静期 2（p<.01） が有意
に低かった。さらに、課題期と比較して、課題後安静
期 1（p<.01）、および課題後安静期 2（p<.01） が有意に
低かった。
　他方、精神的回復力低群では、順応期と比較して、
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